
　板野町では「板野町公金の管理及び運用に関する要綱」に基づき、安全性の確保、流動性の確保、効率性の追求を基本

原則に公金の保管及び運用に努めています。

　資金運用においては、歳計現金等及び基金について支払いや取り崩しに支障のない範囲で、定期預金及び債券により

安全かつ効率的な運用を行っています。

　公営企業を除く会計管理者が運用する令和５年度における歳計現金等及び基金の運用実績は、次のとおりです。

１　歳計現金等

平均残高 運用収入 利回り 平均残高 運用収入 利回り 平均残高 運用収入 利回り

(千円) (円) (％) (千円) (円) (％) (千円) (円) (ﾎﾟｲﾝﾄ)

預　金 777,848 98,573 0.013 751,242 7,986 0.001 26,606 90,587 0.012

普通預金 244,514 3,734 0.002 351,242 5,302 0.002 ▲ 106,728 ▲ 1,568 0.000

定期預金 533,333 94,839 0.018 400,000 2,684 0.001 133,333 92,155 0.017

・平均利回りで0.012ポイント、平均資金運用額も約26百万円増加したことにより、運用収入は約9万円増加しました。

・令和4年度から余裕資金について定期預金による運用を開始し、今年度はじめて1年の満期が到来したこと等により、

　運用収入が約95千円、平均利回りも「0.018％」となりました。

２　基金

平均残高 運用収入 利回り 平均残高 運用収入 利回り 平均残高 運用収入 利回り

(千円) (円) (％) (千円) (円) (％) (千円) (円) (ﾎﾟｲﾝﾄ)

預　金 3,573,605 87,584 0.002 3,440,523 127,104 0.004 133,082 ▲ 39,520 ▲ 0.002

普通預金 473,289 5,151 0.001 495,789 4,944 0.001 ▲ 22,500 207 0.000

定期預金 3,100,316 82,433 0.003 2,944,734 122,160 0.004 155,582 ▲ 39,727 ▲ 0.001

債　券 313,045 1,093,924 0.349 207,211 290,000 0.140 105,834 803,924 0.209

繰替運用 82 0 82

3,886,649 1,181,590 0.030 3,647,734 417,104 0.011 238,915 764,486 0.019

・平均資金運用額は約2.4億円増加し、平均利回りも0.019ポイント上昇したため、運用収入は約76万円増加しました。

・定期預金は、平均資金運用額が約1.5億円増加したものの、利率の減少により運用収入は約4万円減少しました。

・債券運用による利子収入は約110万円で前年度から約80万円、平均利回りも0.209ポイントと大幅な増加となりました。

【説明】

※「歳計現金等」とは、一般会計及び特別会計に属する現金並びに歳入歳出外現金のことです。

※「基金」とは、板野町の各基金条例により設置している、特定の目的のために資金を積み立てるための基金(積立基金)

　と、特定の目的のために定額の資金を運用するための基金(運用基金)のことで、現在14の基金を設置しています。

※「平均残高」とは、毎月末の残高の合計を１２で除したものです。

※「利回り」は、運用収入額を平均月末残高で除して算出した目安の数値です。

※「定期預金」とは、預入れ期間を定めて預け入れ、満期日までは原則として払戻しができない期限付預金です。

※「債券」とは、国や地方公共団体、民間企業などが資金を調達したい場合に、定期的な利息の支払および額面金額での

　償還を投資家に約束して発行する有価証券です。

※「繰替運用」とは、資金不足に対応するために、基金に属する現金を歳計現金等や企業会計へ一時的に繰り替えて使用

　するものです。

※計数は表示単位未満を四捨五入し端数調整をしていないため、合計等と一致しない場合があります。
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